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(57)【要約】
　家具ヒンジ（１）は、サイド部品（３）が設けられる
取り付けプレート（２）と、支持レバー（５）およびガ
イドレバー（６）を介してサイド部品（３）に回動可能
に保持されるヒンジ部品（４）とを備え、サイド部品（
３）に対するヒンジ部品（４）の動作を弱めるためにダ
ンパ（１８，１９）が設けられる。また、サイド部品（
３）にレバー（１２）が取り付けられ、該レバーは、ダ
ンパ（１８，１９）の摺動面（２４）に当接して、一方
のダンパ（１８，１９）と他方の支持レバー（５）、ガ
イドレバー（６）またはヒンジ部品（４）との間に結合
を生み出す。結果として、家具ヒンジ（１）を特に容易
に取り付けることができる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サイド部品（３）が設けられる取り付けプレート（２）と、支持レバー（５）およびガ
イドレバー（６）を介して前記サイド部品（３）に回動可能に取り付けられるヒンジ部品
（４）とを備え、前記サイド部品（５）に対する前記ヒンジ部品（４）の動作を弱めるた
めにダンパ（１８，１９）が設けられる家具ヒンジ（１）において、前記サイド部品（３
）にレバー（１２）が取り付けられ、該レバーが、前記ダンパ（１８，１９）の接触面（
２４）に当接して、一方の前記ダンパ（１８，１９）と他方の前記支持レバー（５）、前
記ガイドレバー（６）または前記ヒンジ部品（４）との間に結合を生み出すことを特徴と
する、家具ヒンジ（１）。
【請求項２】
　前記レバー（１２）が、両側が自由に移動できるように保持されるとともに、摺動面ま
たは接触面（１１，２４）とだけ当接することを特徴とする、請求項１に記載の家具ヒン
ジ。
【請求項３】
　前記レバー（１２）が、前記支持レバー（５）または前記ガイドレバー（６）の突出部
（１１）と当接することを特徴とする、請求項１または２に記載の家具ヒンジ。
【請求項４】
　前記レバー（１２）が、前記突出部（１１）と対向する側に、湾曲ガイドとして湾曲接
触面（１６）を備えることを特徴とする、請求項３に記載の家具ヒンジ。
【請求項５】
　前記レバー（１２）の軸（１３）が、前記支持レバー（５）および前記ガイドレバー（
６）の軸（７，８，９，１０）と平行に隣接して配置されることを特徴とする、請求項１
～４のいずれか一項に記載の家具ヒンジ。
【請求項６】
　前記レバー（１２）が、前記ダンパ（１８，１９）が前記ヒンジ部品（４）の閉動作の
一部だけにわたって作用するように、好ましくは前記ヒンジ部品（４）の最大回動経路の
半分未満にわたって作用するように配置されることを特徴とする、請求項１～５のいずれ
か一項に記載の家具ヒンジ。
【請求項７】
　前記ヒンジ部品（４）には、少なくとも１つのばねによって、閉位置へと予め張力が付
与されることを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の家具ヒンジ。
【請求項８】
　前記ダンパ（１８，１９）が、リニアダンパとして設けられるとともに、ばね（２０）
によりレバー（１２）へ向けて予め張力が付与されるように保持されることを特徴とする
、請求項１～７のいずれか一項に記載の家具ヒンジ。
【請求項９】
　前記サイド部品（３）が、前記ダンパ（１８，１９）が固定される回動フラップ（２１
）を備えることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の家具ヒンジ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サイド部品が設けられる取り付けプレートと、支持レバーおよびガイドレバ
ーを介してサイド部品に回動可能に取り付けられるヒンジ部品とを備え、サイド部品に対
するヒンジ部品の動作を弱めるためにダンパが設けられる家具ヒンジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒンジ部品がサイド部品に回動可能に保持される家具ヒンジはＥＰ　１５５５３７２か
ら知られている。この目的のため、平行な制御アームの態様で家具ドアなどの可動家具部
品に固定されるヒンジ部品を回動させる支持レバーおよびガイドレバーが設けられる。動
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作を弱めるため、サイド部品には、チェーンリンクを介してガイドレバー上の突出部と結
合されるリニアダンパが設けられる。したがって、ガイドレバーの回動中にダンピングが
起こる。結合には固定構造が設けられ、そのため、特に家具ドアが位置合わせされてヒン
ジ部品がサイド部品または取り付けプレートに対して調整されるときに許容誤差の限られ
た補償が可能である。また、チェーンリンクによる結合は比較的複雑であり取り付けるの
が難しい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、本発明の目的は、許容誤差の補償に関して柔軟であり、容易に取り付ける
ことができる家具ヒンジを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、請求項１の特徴を有する家具ヒンジによって達成される。
【０００５】
　本発明によれば、サイド部品にレバーが取り付けられ、該レバーは、ダンパに当接して
、一方のダンパと他方の支持レバー、ガイドレバーまたはヒンジ部品との間に結合を生み
出す。したがって、レバーは、両端が軸接続によってダンパと固定態様で結合されず、直
接的に或いは間接的にダンパと接続される摺動面に対して適用され得るにすぎない中間部
材を形成する。したがって、レバーを１つの軸でサイド部品に留め付ければ済むため、家
具ヒンジを容易に取り付けることができ、また、摺動面が固定接続を示さないため、許容
誤差に対する特定の補償も更に存在し得る。
【０００６】
　本発明の好ましい実施形態によれば、レバーは、両側が自由に移動できるように保持さ
れるとともに、摺動面または接触面とだけ当接する。その結果、他の構成部品とは無関係
にレバーを取り付けることができ、また、レバーは、摺動面または接触面が所望の態様で
レバーを回動させるときにだけ作用する。
【０００７】
　好ましくは、レバーは、支持レバーまたはガイドレバーの突出部と当接する。これに関
し、レバーは、突出部と対向する側に、湾曲ガイドとして湾曲接触面を備えることができ
、それにより、レバーは、例えば家具ヒンジまたは家具ヒンジと接続される家具ドアの閉
塞直前の領域で家具ヒンジが回動されるときに意図的にダンパに作用する。好ましくは、
レバーは、ダンパがヒンジ部品の回動経路の最大距離範囲の半分未満にわたってのみ作用
し、したがって、操作が簡略化され、それにより、ヒンジ部品の位置を何等の力を伴うこ
となく回動させることができるようになっている。ヒンジ部品には、少なくとも１つのば
ねによって、閉位置へと予め張力を付与することができる。これは、ヒンジ部品と接続さ
れる家具ドアが閉位置で強固に保持されるからである。
【０００８】
　ダンパは、好ましくはリニアダンパとして設けられるとともに、ばねによってレバーに
対して予め張力が付与されるように保持され、それにより、ヒンジ部品が開放されるとき
に、ばねがダンパまたはダンパのハウジングを伸張位置へと押圧する。ダンパに作用する
ばねの力は、ヒンジ部品を閉位置へ向ける張力を予め付与するばねよりも小さい。
【０００９】
　サイド部品は、簡単な取り付けのために回動フラップを備えることができ、この回動フ
ラップにダンパが固定される。この場合、ダンパは、ラッチ手段または他の固定要素によ
ってフラップに対して簡単に固定することができる。
【００１０】
　ここで、図面に示される実施形態を参照して、本発明を更に詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
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【図１】開放位置にある本実施形態に係る家具ヒンジの側断面図を示している。
【図２】ヒンジ部品の半開放位置における図１の家具ヒンジの図を示している。
【図３】ヒンジ部品の閉位置における図１の家具ヒンジの図を示している。
【図４】取り付け中における図１の家具ヒンジの図を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　金属及び／又はプラスチックから形成される家具ヒンジ１は、家具カーカスに固定する
ことができる取り付けプレート２を備えており、取り付けプレート２上にはサイド部品３
が固定された態様で或いは調整可能な態様で取り付けられる。サイド部品３には、家具ド
アの凹部内に挿入することができるポット状ヒンジ部品４が回動可能に保持されている。
この場合、回動動作のために支持レバー５およびガイドレバー６が設けられる。支持レバ
ー５は、軸７を介してヒンジ部品４と接続されるとともに、軸８を介してサイド部品３に
関節結合される。ガイドレバー６は、軸９を介してヒンジ部品４と接続されるとともに、
軸１０を介してサイド部品３と接続される。
【００１３】
　ガイドレバー６には、サイド部品３と対向する突出部１１が設けられており、この突出
部は、軸１３を中心に回転できるレバー１２と機械的に結合させることができる。また、
レバー１２はサイド部品に保持される。
【００１４】
　レバー１２は、突出部１１の側に設けられる第１の脚部１４を備えるとともに、ダンパ
と対向する脚部１５を反対側に備えている。脚部１４には湾曲ガイド面１６が設けられて
おり、突出部１１は、この湾曲ガイド面に沿って摺動してレバー１２を回動させることが
できる。
【００１５】
　サイド部品３には、ハウジング１８と移動可能なピストンロッド１９とを備えるリニア
ダンパが設けられる。ダンパを流体ダンパまたはガス圧ダンパとして設けることができる
。ダンパのハウジング１８は回動フラップ２１に保持されており、該回動フラップにはス
トッパ２２が設けられる。ピストンロッド１９の一端およびハウジング１８の相対する側
で支持されるばね２０の一端がストッパ２２に当接する。したがって、ハウジング１８に
は、レバー１２へと向かう方向に予め張力が付与される。
【００１６】
　図１は開放位置にある家具ヒンジ１を示しており、この開放位置では、ヒンジ部品４に
接続される家具ドアなどの構成部品が開放される。
【００１７】
　図２では、ヒンジ部品４が閉位置へ向かう方向に回動された。この場合、図示の位置と
閉位置との間の角度αは約４５°である。ヒンジ部品４の回動動作時には、支持レバー５
およびガイドレバー６も回動された。この場合、突出部１１は、接触面１６に抗して回動
することにより、レバー１２の脚部１４に当接する。
【００１８】
　ここで、ヒンジ部品４が閉位置へ向けて更に回動されると、突出部１１は、接触面１６
を介してレバー１２をダンパのハウジング１８に対して押し付ける。このとき、ダンパは
、図３に示される位置に達するまで圧縮される。ヒンジ部品４にはばねによって閉位置か
ら予め張力を付与することができ、このばねの力はばね２０の力よりも大きい。
【００１９】
　レバー１２の回動中、一方側では突出部１１が接触面１６上を摺動するとともに、反対
側では脚部１５に接触面１７が形成され、脚部１５がピストンのハウジング１８の摺動面
２４に沿って案内される。したがって、ハウジング１８が直線状にのみ移動される。この
場合、サイド部品には対応するガイド手段が設けられ、ハウジング１８が直線的にのみ移
動される。
【００２０】
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　ヒンジ部品４の開放中、突出部１１は、再びレバー１２の摺動面１６上にわたって摺動
する。このとき、ばね２０の力の結果としてレバー１２が再び回動され、それにより、再
びハウジング１８が移動されてピストン１９から離間する。
【００２１】
　図４は、フラップ２１が開放位置で示される家具ヒンジ１の取り付け位置を示している
。このようにして、ハウジング１８、ピストンロッド１９、および、ばね２０を有するダ
ンパをサイド部品３に対して容易に固定することができる。フラップ２１は、軸２３を中
心に回動可能にサイド部品３に保持される。サイド部品３は、適切な調整手段を介して取
り付けプレート２に対して移動可能に保持させることができる。フラップ２１が開放され
ると、軸１３を介してサイド部品３に固定されるレバー１２を特に簡単な方法で取り付け
ることができる。レバー１２の形状は、ヒンジ部品４の回動動作の所望範囲でのみダンパ
が作用するように選択することができる。また、レバー１２は、家具ドアが位置合わせさ
れるときにヒンジ部品４が取り付けプレート２に対して調整されると、許容誤差の特定の
補償を許容できる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月28日(2009.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サイド部品（３）が設けられる取り付けプレート（２）と、支持レバー（５）およびガ
イドレバー（６）を介して前記サイド部品（３）に回動可能に取り付けられるヒンジ部品
（４）とを備え、流体ダンパまたはガス圧ダンパとして設けられるハウジング（１８）と
移動可能なピストンロッド（１９）とを備えるリニアダンパが、前記サイド部品（５）に
対する前記ヒンジ部品（４）の動作を弱めるために設けられる家具ヒンジ（１）において
、前記サイド部品（３）にレバー（１２）が取り付けられ、該レバーが、前記ダンパ（１
８，１９）の摺動面（２４）に当接して、一方の前記ダンパ（１８，１９）と他方の前記
支持レバー（５）、前記ガイドレバー（６）または前記ヒンジ部品（４）との間に結合を
生み出すことを特徴とする、家具ヒンジ（１）。
【請求項２】
　前記レバー（１２）が、両側が自由に移動できるように保持されるとともに、摺動面ま
たは接触面（１１，２４）とだけ当接することを特徴とする、請求項１に記載の家具ヒン
ジ。
【請求項３】
　前記レバー（１２）が、前記支持レバー（５）または前記ガイドレバー（６）の突出部
（１１）と当接することを特徴とする、請求項１または２に記載の家具ヒンジ。
【請求項４】
　前記レバー（１２）が、前記突出部（１１）と対向する側に、湾曲ガイドとして湾曲接
触面（１６）を備えることを特徴とする、請求項３に記載の家具ヒンジ。
【請求項５】
　前記レバー（１２）の軸（１３）が、前記支持レバー（５）および前記ガイドレバー（
６）の軸（７，８，９，１０）と平行に隣接して配置されることを特徴とする、請求項１
～４のいずれか一項に記載の家具ヒンジ。
【請求項６】
　前記レバー（１２）が、前記ダンパ（１８，１９）が前記ヒンジ部品（４）の閉動作の
一部だけにわたって作用するように、好ましくは前記ヒンジ部品（４）の最大回動経路の
半分未満にわたって作用するように配置されることを特徴とする、請求項１～５のいずれ
か一項に記載の家具ヒンジ。
【請求項７】
　前記ヒンジ部品（４）には、少なくとも１つのばねによって、閉位置へと予め張力が付
与されることを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の家具ヒンジ。
【請求項８】
　前記ダンパ（１８，１９）が、リニアダンパとして設けられるとともに、ばね（２０）
によりレバー（１２）へ向けて予め張力が付与されるように保持されることを特徴とする
、請求項１～７のいずれか一項に記載の家具ヒンジ。
【請求項９】
　前記サイド部品（３）が、前記ダンパ（１８，１９）が固定される回動フラップ（２１
）を備えることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の家具ヒンジ。
【請求項１０】
　ガイド手段が前記サイド部品（３）に設けられ、前記ダンパのハウジング（１８）は直
線的にのみ移動されることを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記載の家具ヒン
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